
今後の地域医療構想の進め方について
栃木県保健福祉部医療政策課

１ 新たな地域医療構想ガイドラインについて

２ 本県における地域医療構想の進め方について

３ 新たな「栃木県地域医療構想」の構成（案）について
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令和８(2026)年度第１回栃木県地域医療構想調整会議



１．新たな地域医療構想ガイドラインについて
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病床に関する取組
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地域医療構想策定ガイドラインについて
厚生労働省「新たな地域医療
構想策定ガイドラインについて」
(R8.6.12)

「大学病院本院は、地域ごとに確保する医療機関機能ではなく、医育
及び広域診療機能のみを報告するものとする」（ガイドライン20頁）
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地域医療構想策定ガイドラインについて
厚生労働省「新たな地域医療
構想策定ガイドラインについて」
(R8.6.12)

• 「まずは各医療機関が自ら検討を行った上で、現在になっている機能に近い医療機関機能、2040
年において担う医療機関機能、診療実績等を医療機関機能報告において報告」する（ガイドライン
14頁）

• 本県では、各医療機関の報告結果を集計した結果をまず「素案」として提示し、それをもとに各地域
の調整会議にて協議を行う予定
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地域医療構想策定ガイドラインについて
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地域医療構想策定ガイドラインについて
病床機能報告について

厚生労働省「地域医療構想策
定ガイドライン」(R8.7.3)

• これまでの「回復期機能」と「高齢者等の急性期患者について、治療と入院早期からのリハビリテーション等を行い、早期の在宅復帰を目的とした治し支える
医療を提供する機能」を併せて包括期機能が位置づけられ、その目安となる入院料が示された（ガイドライン26頁）

• 病床機能報告の基本的な考え方は従来どおりであり、引き続き病棟単位での報告となる
• 選択する病床機能についてはこれまで同様に自主的に医療機関が報告することとするが、一定の客観性をもった報告となるよう、各病床機能に対応する目

安となる診療報酬上の入院料の種類を参照し、報告を行う
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地域医療構想策定ガイドラインについて
厚生労働省「新たな地域医療
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地域医療構想策定ガイドラインについて
厚生労働省「新たな地域医療
構想策定ガイドラインについて」
(R8.6.12)



２．本県における地域医療構想の進め方について
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新たな地域医療構想の協議体制について
• 新たな地域医療構想の下では、様々な分野の地域課題について協議を行っていくこととなる
• 新たな地域医療構想の策定に向けた取組を進めるにあたっても、既存の各分野の会議体を活用し、連携しつつ取り組みを進める

調整会議の他に関連する会議体主な参加者具体的な検討事項
医師会、病院団体、歯科医
師会、薬剤師会、看護協会

• 地域医療構想の進め方全体的な事項

医師会、病院団体• 構想区域ごとに確保すべき医療機関機能（高齢者救急・地域急性期機
能、在宅医療等連携機能、急性期拠点機能、専門等機能）及び広域
的な観点で確保すべき医療機関機能（医育及び広域診療機能）に着
目した、医療機関機能の確保

医療機関機能

医師会、病院団体• 不足する医療提供のための方策（外来の機能分化・連携、診療所の承
継支援、医師の派遣）

• オンライン診療を含めた遠隔医療の活用、巡回診療の推進

外来医療

栃木県在宅医療推進協議会医師会、病院団体、歯科医
師会、薬剤師会、看護協会、
介護関係団体、市町村
※議題に応じて選定

• 不足する医療提供のための方策（在宅医療研修やリカレント教育の推進、
医療機関や訪問看護の在宅対応力の強化、在宅患者の24時間対応の
中小病院等による支援、巡回診療の整備）

• D to P with Nによるオンライン診療や医療DXによる在宅医療の効率的
な提供に向けた方策

在宅医療

栃木県在宅医療推進協議会、
栃木県高齢者支援計画推進会議

医師会、病院団体、歯科医
師会、薬剤師会、看護協会、
介護関係団体、市町村
※議題に応じて選定

• 慢性期の医療需要に対する受け皿整備の検討（在宅医療、介護保険
施設、療養病床）

• 患者の状態悪化防止や必要時の円滑な入退院に向けた医療機関と介
護施設等の具体的な連携

介護との連携

栃木県地域医療対策協議会医師会、病院団体、歯科医
師会、薬剤師会、看護協会
※議題に応じて選定

• 区域における不足・都道府県内の偏在に対する方策（大学病院本院、
関係団体と連携した取組を含む）

※ 既存の協議体で検討している場合、調整会議における検討が新たに必要
となる事項について検討

医療従事者の
確保

栃木県地方精神保健福祉審議会今後検討（R8年度末に国検討会とりまとめ発出予定）精神病床
栃木県地域医療対策協議会医師会、大学病院本院、病

院団体
• 医師派遣・配置、医学部地域枠、寄付講座等に関する連携パートナー

シップの締結推進
大学病院の役
割・医師の派遣

※ 令和７年10月15日地域医療構想及び医療計画に関する検討会資料（厚生労働省）をもとに作成

地域医療構想調整会議における検討事項等について
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新たな地域医療構想の策定に向けたスケジュール
スケジュール（全体）

※ 上記スケジュールは現時点での想定であるため、協議の進捗状況等により今後変更が生じるおそれがある。

• 調整会議では構想全体及び入院医療、外来医療に係る協議を実施し、さらに、各分野の協議会で在宅医療、介護との連携、人材確保等に係る協議
を行い、令和10(2028)年度末に新たな「栃木県地域医療構想」を策定する

• 新たな地域医療構想は令和12(2030)年度を始期とする保健医療計画(９期計画)の上位概念に位置づけられることとなる。保健医療計画(９期計画)
の策定に向けた取組を令和11(2029)年度から開始

R7(2025)年度 R8(2026)年度 R9(2027)年度 R10(2028)年度 R11(2029)年度 R12(2030)年度

地
域
医
療
構
想

・ 現構想の評価
・ 地域課題の整理

・ 地域の現状、課題の
整理・共有

・ 構想区域の点検・見
直し要否の検討

・ 必要病床数の決定
・ 医療機関機能（素
案）の提示

新たな地域医療構想の策定に向けた取組 新たな地域医療構想に基づく取組

策

定

・ 2040年を見据えた地域
課題の整理・共有

・ 医療機関機能の協議
・ 必要病床数(精神病床)

の決定

現構想まとめ

・ 構想の実現に向けて、地域医療提供体制の
あり方（医療機関機能、医療・介護連携
等）について協議

・ R17(2035)年を目処に、一定の成果を確保

保
健
医
療
計
画

８期計画 ９期計画

・ 中間見直し
・ 医師確保計画、外来医療
計画は8期後期計画を策定

【R11年度】
・ 新たな地域医療構想

に基づき、９期計画策
定に向けた取組を実施

・ 協議会での協議結果
を報告

・ 医療機関機能の決定
・ 新たな地域医療構想

の概要提示・協議

各協
議会

・ 在宅医療、介護との連携、人材確保
等に係る協議

・ 入院医療、外来医療に係る協議

調
整
会
議
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新たな地域医療構想の策定に向けたスケジュール

栃木県地域医療構想調整会議各区域の地域医療構想調整会議月
○新たな地域医療構想策定に係るガイドラインの内容を整理
○今後の調整会議のあり方（委員構成等）の検討4~6月

○第１回栃木県地域医療構想調整会議の開催
新たな地域医療構想の構成（案）の協議
構想区域の点検・見直しに係る各区域での協議結果の報告、
構想区域に係る県全体の方針決定
医療介護総合確保基金の事後評価
外来医療計画（全体版）素案の協議（概要版、冊子）

○第１回地域医療構想調整会議の開催
新たな栃木県地域医療構想の構成（案）の協議
構想区域の点検・見直しについて協議（各区域における医
療の現状把握、課題整理）
外来医療計画の協議（地域における外来医療機能の提示
と地域外来医療について）

7~9月

○第２回栃木県地域医療構想調整会議の開催
外来医療計画（全体版）案の協議（概要版、冊子）
→ 協議の上、栃木県医療審議会保健医療計画部会へ
必要病床数（案）の提示
医療機関機能報告について（概要説明）

○第２回地域医療構想調整会議の開催
国データブックのほかグランドデザインも参考に、2040年を見据
えた地域課題の整理・共有
区域毎の必要病床数（案）の協議
かかりつけ医機能についての協議

○医療機関機能報告の実施

1 0 ~1 2 月

○第３回栃木県地域医療構想調整会議の開催
2040年を見据えた地域課題、全域で対応すべき課題の共有
区域毎及び県全体の必要病床数の決定
医療機関機能（素案）の提示
構想策定に向けたR9年度の取組について
外来医療計画の報告
かかりつけ医機能についての協議結果の報告

○第３回地域医療構想調整会議の開催
区域毎の必要病床数の決定
医療機関機能（素案）の提示
外来医療計画の報告
構想策定に向けたR9年度の取組について1~3月

スケジュール（R8(2026)年度予定）

※ 上記スケジュールは現時点での想定であるため、協議の進捗状況等により今後変更が生じるおそれがある。



３．新たな「栃木県地域医療構想」の構成（案）について
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栃木県地域医療構想の構成（案）について（新旧対照表）
現行の栃木県地域医療構想 新たな栃木県地域医療構想（案）
第１章 全体構想

１ 策定の趣旨等

２ 本県における医療提供体制の現状等
(1) 主な医療機関数
(2) 主な医療従事者数
(3) 在宅療養支援診療所及び訪問看護ステーション数
(4) 介護施設等の整備数

３ 本県における少子高齢化の進行と医療需要の変化
(1) 少子高齢化の進行

① 将来人口
② 高齢者単独・夫婦のみ世帯数
③ 人口動態における死亡の状況

(2) 高齢化に伴う医療需要の変化
① 入院医療及び在宅医療等の医療需要推計
② 入院医療需要の年齢階級別推計
③ 入院医療需要の病床機能別推計
④ 入院医療需要の主要診断群別推計
⑤ 主な疾病の入院医療需要推計
⑥ 圏域を超える入院医療需要（流出入）の推計

第１章 全体構想

１ 策定の趣旨等

２ 本県における医療提供体制の現状等
(1) 主な医療機関数
(2) 主な医療従事者数
(3) 在宅療養支援診療所及び訪問看護ステーション数
(4) 介護施設等の整備数

３ 本県における将来の医療需要
(1) 少子高齢化の進行

① 将来人口
② 高齢者単独・夫婦のみ世帯数
③ 人口動態における死亡の状況

(2) 人口構造の変化に伴う医療需要の変化
① 入院医療及び在宅医療等の医療需要推計
② 入院医療需要の年齢階級別推計
③ 入院医療需要の病床機能別推計
④ 入院医療需要の主要診断群別推計
⑤ 主な疾病の入院医療需要推計
⑥ 圏域を超える入院医療需要（流出入）の推計

※ 構成については、今後、策定に向けた協議を進める中で引き続き検討する。

新構想では精神科病院も
含めて記載
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栃木県地域医療構想の構成（案）について（新旧対照表）
現行の栃木県地域医療構想 新たな栃木県地域医療構想（案）

４ 本県における地域医療構想区域

５ 本県において目指すべき将来の医療提供体制
(1) 2025年における医療機能別の医療需要及び必要病床数
(2) 将来の医療需要に対応した医療提供体制構築の方向性

① 入院医療
② 在宅医療等

(3) 栃木県保健医療計画の施策等との整合
① ５疾病・５事業・在宅医療の推進施策との整合
② 疾病対策協議会等との連携

６ 目指すべき医療提供体制の実現に向けて
(1) 医療機能の分化・連携
(2) 在宅医療等の充実
(3) 医療従事者の養成・確保
(4) その他医療機能の充実及び連携体制の強化
(5) 施策の見直し

７ 地域医療構想の推進体制等
(1) 推進体制
(2) 各関係者等の役割
(3) 進行管理体制

４ 本県における地域医療構想区域

５ 本県において目指すべき将来の医療提供体制
(1) 2040年における医療機能別の医療需要及び必要病床数
(2) 将来の医療需要に対応した医療提供体制構築の方向性

① 入院医療
② 外来医療
③ 在宅医療
④ 介護との連携
⑤ 医療人材の確保

(3) 栃木県保健医療計画の施策等との整合
① ５疾病・６事業・在宅医療の推進施策との整合
② 疾病対策協議会等との連携

６ 目指すべき医療提供体制の実現に向けて
(1) 医療機能の分化・連携
(2) 休日・夜間も含めた持続可能な外来医療提供体制の確保
(3) 在宅医療等の充実
(4) 入院医療、在宅医療、介護施設の役割分担の整理、連携

体制の小築
(5) 医療従事者の養成・確保
(4) その他医療機能の充実及び連携体制の強化
(5) 施策の見直し

７ 地域医療構想の推進体制等
(1) 推進体制
(2) 各関係者等の役割
(3) ロジックモデルの活用
(4) 地域医療構想の見直し

※ 構成については、今後、策定に向けた協議を進める中で引き続き検討する。

ガイドライン記載の５項目
について①～⑤として記載

ガイドラインに即し、ロジック
モデルを活用
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栃木県地域医療構想の構成（案）について（新旧対照表）
現行の栃木県地域医療構想 新たな栃木県地域医療構想（案）
第２章 構想区域別地域医療構想

１ 県北地域医療構想
１ 構想区域の医療等の概要
(1) 地域特性
(2) 人口動態
(3) 医療機関等
(4) 医療従事者
(5) 受療動向の概要
(6) 介護施設数（入所施設の定員）

２ 2025年の医療需要と必要病床数

３ 医療機能の分化・連携に向けた課題等
【高度急性期・急性期】
【回復期】
【慢性期・在宅医療等】
【特に取組を要するその他の課題等】

４ 目指すべき医療提供体制を実現するための施策
【医療機能分化・連携の促進】
【在宅医療等の充実】
【医療従事者の養成・確保】

※1

第２章 構想区域別地域医療構想

１ 県北地域医療構想
１ 構想区域の医療等の概要
(1) 地域特性
(2) 人口動態
(3) 医療機関等
(4) 医療従事者
(5) 受療動向の概要
(6) 介護施設数（入所施設の定員）

２ 2040年の医療需要と必要病床数

３ 医療機能の分化・連携に向けた課題等
【高度急性期・急性期】
【包括期】
【慢性期・在宅医療等】
【特に取組を要するその他の課題等】

４ 目指すべき医療提供体制を実現するための施策
【医療機能分化・連携の促進】
【外来医療・在宅医療等の充実】
【医療と介護の連携】
【医療従事者の養成・確保】

※2

※ 構成については、今後、策定に向けた協議を進める中で引き続き検討する。

回復期と一部の急性期に
該当する区分として、新た
に包括期が設定

医療機関機能を踏まえた
役割分担の整理について
記載

医療と介護の連携がいっそ
う重要になるため、項目を
新設
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栃木県地域医療構想の構成（案）について（新旧対照表）
現行の栃木県地域医療構想 新たな栃木県地域医療構想（案）

５ 構想の推進体制及び関係者の役割
１ 県北地域医療構想
(1) 推進体制
(2) 関係者の役割

【県・健康福祉センター（保健所）】
【市町】
【保険者】
【医療機関等】
【介護事業者等】
【住民】

２ 県西地域医療構想
※1と同内容

３ 宇都宮地域医療構想
※1と同内容

４ 県東地域医療構想
※1と同内容

５ 県南地域医療構想
※1と同内容

６ 両毛地域医療構想
※1と同内容

５ 構想の推進体制及び関係者の役割
１ 県北地域医療構想
(1) 推進体制
(2) 関係者の役割

【県・健康福祉センター（保健所）】
【市町】
【保険者】
【医療機関等】
【介護事業者等】
【住民】

２ 県西地域医療構想
※2と同内容

３ 宇都宮地域医療構想
※2と同内容

４ 県東地域医療構想
※2と同内容

５ 県南地域医療構想
※2と同内容

６ 両毛地域医療構想
※2と同内容

【別冊】
・医療機関機能一覧表（構想区域ごと）

※1 ※2

※ 構成については、今後、策定に向けた協議を進める中で引き続き検討する。

構想区域毎に地域課題
等を協議し、その結果を構
想に盛り込むこととなるため、
まずは構想区域の点検・
見直しの協議を行う


